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あらまし  近年，文化財などの実物体を計測などにより高精細な 3D モデルとして保存することが可能となって

おり，得られたモデルを対象の文化財に関する付加情報と共に提示するコンテンツへの応用が考えられている．し

かし，非常に大規模なモデルと多様な付加情報を扱うには，様々な制約により従来の手法では困難である．そこで，

本論文では大規模な文化財 3D モデルと他形式の情報との関連付け，及びそれらの閲覧作業を一般の PC でも容易に

行えるシステムの提案を行う．本システムでは，情報の関連付け・情報へのアクセスなどを簡単なマウス操作によ

って行えるインタフェースを提供している．情報の関連付け対象となるモデル上の領域定義には，Lazy Snapping 法

を利用することで，大規模・複雑なモデルでも少ないユーザの労力で実現でき，加えて，大規模な 3D モデルを多

重解像度メッシュを用いてリアルタイムに描画することを可能としている． 
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1. はじめに  
実物体の 3 次元モデル化の分野において，近年では計

測技術等の発達により非常に大規模かつ高精細なモデ

ルを得ることが可能となり，例えば建造物の文化財な

どの，より大規模な対象の高品質なデジタル保存 [1]
が可能となっている．同時に，文化財などに関しては

考古学的な調査などにより学術的に価値の高い情報が

蓄積されている．そこで，これらの学術データを高精

度な 3 次元グラフィックス画像と連携させて提示する

ことにより，一般の人々に対して直感的かつインタラ

クティブな形で提示することで，これらのデータを有

効に活用したいというニーズがある．しかし，このよ

うなモデルや情報の利用に関しては一部の専門家のみ

に利用されているのが現状である．一般ユーザの利用

を妨げる原因としては，専門的なソフトウェアの操作

は複雑で多くの知識や技術が必要になりがちなことが

一つにある．また，学術的データには画像，テキスト，

数値など多くのデータ形式で記録され，それらをサポ

ートするためにシステムが複雑になりやすい．それに

加え，近年の 3 次元モデルの大規模化・高精細化によ

りデータ量が増大し，そのようなモデルを一般ユーザ

の環境において扱うにはメモリ容量やハードウェアの

処理能力の制約を解決しなければならないという問題

がある．  
そこで我々はユーザが容易に他の付加的な情報を 3

次元モデル上に関連付けることができ，そしてそれら

の情報へ 3 次元モデルを閲覧しながらアクセスするこ

とが可能であるシステムを提案する．このシステムで

は関連付け・アクセスなどの作業を簡単なマウス動作

によって実現することで，よりユーザにとって使いや

すい環境を提供している．また非常に大規模な 3 次元

モデルであってもストレス無く閲覧できるよう，多重

図  1  3 次元モデルと他のデータの関連付け  

 



 

解像度表現を用いた効率性の高い描画アルゴリズ

ムを用い，リアルタイムな描画を実現している．  
 

2. システムの概要  
我々のシステムは大きく分けて 2 つの機能がある．

一つは 3 次元モデルと他の情報との関連付けをユーザ

が行うことができる機能，もう一つはユーザが 3 次元

モデルを閲覧しながら関連付けした情報へアクセス及

び情報の編集を行うことができる機能である．  

 

図  3 3 次元モデルと関連情報の閲覧  

モデル・情報リンクシステム  
ユーザは 3 次元モデル上の特定領域に，様々な形式

のデータを関連付けることが可能である．  
ユーザはモデルを関連付けする前に，その対象とな

る領域を定義することが可能である．この領域選択の

際のインタフェースについては，複雑な形状の領域に

関してもユーザの付加が最小限となるような直感的な

操作法を提供する．Lazy Snapping [2]は画像上に前景と

背景を意味するマーカーを引くことで特定領域を選択

できるインタフェースだが，これを 3 次元モデルに応

用したインタフェースを提供する．  
関連付けはデータのファイルやデータベース上の

レコードに対して行うことができる．関連付け対象の

データはエクスプローラのウィンドウから，もしくは

システムからデータベースへアクセスし表示したテー

ブルから，3 次元モデル上の領域にマウスによってド

ラッグアンドドロップすることにより容易に関連付け

が可能となっている．関連付け情報は，モデル上の対

象領域に関連付けされたデータへのポインタの形で記

録される．そのためシステムはデータの形式に依存す

ることなく関連付けができる．また，関連付けされた

データへのリンクは既存のデータベースシステムによ

って管理される．また，ユーザは関連付けしたデータ

に必要であれば ID や説明を加えることができる．こ

のとき加えた情報もデータへのリンクと共にデータベ

ース内に記録される．  

 
モデルと情報の閲覧システム  
本システムを用いてユーザは 3 次元モデルを様々な

視点から閲覧することが出来る．この際の描画処理

は非常に大規模なデータを描画可能とするため，多

重解像度表現を用いたアルゴリズム [3]により，必要

最小限のデータのみをロードし，描画を行っている．

これによりメモリ消費，描画処理コストを抑えるこ

とが出来，ポリゴン数が 1000 万を超えるような巨大

なモデルもリアルタイムに描画可能となっている．

また，ユーザは 3 次元モデルの閲覧をすると同時に，

関連付けされた情報へもアクセスすることが出来る．

この際ユーザは関連付けの際に定義したモデル上の

領域をクリックすることによって関連付けした情報

へ容易にアクセスすることができる．アクセス時に

表示される情報はHTML形式で自動的に出力され，シ

ステムのブラウザ上で閲覧できる．このブラウザ上

では画像やテキストのほか関連情報のウェブページ

の参照もこのブラウザで行えるようになっている．

また，各情報のキャプションなどの編集もこのブラ

ウザから行える．  

図  2 ドラッグアンドドロップによりデータを付加  
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